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論文 内 容の要 旨

〔目的〕

先に教室の森) 11 は Na 2 系マウスに 20-methy lcho lan threne を作用せしめて，胸膜腫療を高率に発

生せしめた。以来 5 年 9 カ月，同腫、虜は皮下に継代移植されて現在65代に及んでいる。乙の継代腫虜

は組織学的には線維肉腫像，紡錘型~多型細胞肉腫像を呈し，皮下継代 8 代目以後は肺に遠隔転移を

起している口

著者は乙の森川腫虜について組織培養株\ÌÍI.び、に腹水腫場株を作製せんと試みた。

(方法並びに成績〕

I 組織培養

Na 2 系マウス皮下に継代移植された森川腫場を無菌的に取出し， trypsin 処理にて細胞をばらばら

にし， 20%牛血清を含む YLH 溶液を medium として静置培養した。順調に発育した例では 1--3

カ月の後に細胞 colony の出現をみて，乙れを第 2 代へ継代し，以後は 7 --14 日日毎に継代を繰り返

して，現在130代( 3 年 3 カ月)を経過している細胞株がある口

培養細胞は白brohlast 様の外観を呈し，大きく明るい核を有し，内に 1--数個の核小体をもってい

る口細胞質は比較的乏しく，小空胞を有する細胞もある。培養細胞の増殖力は 4 --10 X 104伺Iml の細

胞濃度で 1 週間に 6--9 倍の増殖率を示す口

乙の組織培養細胞はマウス皮下に注入しでも腫場を復元する乙とは出来なかった。

E 腹水腫場作製実験

皮下に移植した各継代腫場を直接腹腔内 l乙移桔.して腹水型腫場を作る実験は総て不成功に終ったの

で，一旦組織培養に移したのち，この組織培養細胞をマウス腹腔内に注入して復元腹水腫場作製を試

みた。
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皮下継代43代腫湯の in vitro 22代目(培養338 日)の細胞を 1 X 107個マウス腹腔内に注入したとこ

ろ，そのマウスに腹水の貯溜がみられ，検鏡により腫場細胞を多数証明した。直ちに之をマウス腹腔

に第 2 代として移植すると同時に，一部を再び組織培養に戻し in vitro での継代を行なったところ，

マウス第 2 代への移植は成功しなかったが， in vitro では順調に発育した。 in vitro 継代 3 代目の細胞

をマウスの腹腔に注入したところ順調に腹水型として発育し，以後 6 --10 日目毎に腹腔内継代を繰り

返して，現在34代に及んでいる。この復元腫、虜は初期には腹水と共に腹腔内に固型腫療がかなり高率

に発生したが，継代が進むにつれて固型腫、虜は殆んどみられず腹水腫湯のみとなったD

E 復元腹水腫場

復元腹水腫場の移植率は90労以上，担癌マウスの生存日数は平均20 日である。腹水はおよそ%が血

性を帯びている。腫場細胞はすべて自由細胞で，細胞数は 2 X 107/ml から 2 X 108/ml の範囲内にあ

る。腹腔内移植後 4--6 日頃が核分裂最も旺盛である。腫湯細胞の大きさは 10μ から 30μ までか

なり広い分布を示すが90%以上は 11 ，_，22μ の聞にある口腫場細胞は大きな明るい円形の核を有し，

1--数個の核小体を持っており Giemsa に濃染する細胞質がわずかに不規則に核の周辺に存在し，税

々古くなると空胞を形成するに至る D

この腹水腫場細胞は AKR， ddo, C3H 系マウス等の腹腔内でもよく発育し，原発の Na2 系マウス

腹腔内継代に比して腫蕩細胞の増殖は差異は認められない。

腹水腫湯をマウス皮下に注入して皮下腫療の作製を試みたところ，陽性率はわずかに 11箔に留まっ

た白この皮下腫場はマウス第 2 代へ移植し得なかった。

皮下継代腫場，組織培養細胞，復元腹水腫蕩細胞の 3 者につき染色体数の算定を行なった。染色体

分布はいずれも近似しており， mode はおよそ60前後にある。

〔総括〕

著者は森川腫湯の組織培養細胞株を樹立した。又この培養細胞をマウスに復元して腹水腫湯系を作

り得た D

組織培養を経て腹水化し得た森川腫湯腹水型の移植率，担癌マウス生存日数，腫場細胞増殖率など

は既存の Ehrlich 腹水腫蕩 MC lA, MC  1M などの腹水化腫場に匹敵する白

論文の審査結果の要旨

教室で森川が Na 2 系マウスに 20-Methyl cholanthrene を胸膜に作用させて発生せしめた悪性腫

場は同系マウスの皮下移植により継代され，現在65代に及んでいる口

著者はこの腫虜株を組織培養に依って保存せんと試み，皮下継代33代， 34代， 43代腫湯等より培養

細胞株を得た。現在迄に継代培養130代( 3 年 3 カ月)を経過した培養細胞株がある。

この培養細胞は Na2 系マウスの皮下には復元し得なかったが腹腔内へ注入すると復元国型腫療を

得た。乙の組織像は多型細胞肉腫像を呈し皮下継代の親腫虜と酷似している。

乙の培養細胞は長期間培養すると漸次マウスへの復元が困難となるが培養細胞の大量 (10 X 106 コ)
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をマウス腹腔内へ注入すると固型腫蕩と共に腫湯腹水の貯溜をみた。この腫湯腹水はマウス第 2 代目

の移植は不能であったが，一旦 In Vitro にもどして発育させた後，マウス腹腔内へ注入すると以後

引き続き In Vivo での植え継ぎ可能となり，現在腹水腫場として34代迄継代を続けている。

この腹水腫、虜はおよそ予告が血性であり，腫場細胞はすべて自由細胞で，腫場細胞数は 1 cmm3 中 2

""""20 X 104 コである。

この腹水腫、虜の Na 2 系マウスへの移植率は90%以上，担癌マウスの生存日数は約20 日である。

Na 2 系以外の AKR， C3H, ddo 系マウス尾静脈内注入による転移実験では転移巣は証明されなかっ

7こ。

皮下継代腫場，組織培養細胞，腹水腫場細胞の 3 者の染色体数分布はいずれも近似しており mode

はおよそ60前後である。

著者は森川の作成したマウス胸膜腫療の生物学的性質を明らかにすると共に，この腫場株の保存に

ついて実験を重ね，遂に組織培養細胞株を樹立し，更にこの培養細胞より可移植性の腹水腫場株を作

ることが出来た。
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